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新潟県佐渡市八幡 2002番地 Tel 0259-57-2602 Fax 0259-57-2604 

    http://yahata-es.sado.ed.jp/（ＨＰにカラー版の学校だよりを掲載） 

見出しは、｢特定失踪者｣の正式な名称です。私がこの問題に関心をもっ

たのは、長岡市立川崎小学校に勤務していた６年前です。自治会長のお一

人が「中村三奈子さんを探す会」の代表をされていらっしゃり、｢探して

います｣というタイトルのチラシと｢探す会｣の会報をくださったのです。 

中村三奈子さんは、平成１０年４月、１８歳のときに行方が分からなく

なり、平成１４年７月に、特定失踪者問題調査会から「北朝鮮による拉致

の可能性を完全には排除できない失踪者」として発表されました。曽我ひ

とみさんが帰国する３か月前です。 

中村三奈子さんは、川崎小学校に３年生まで在学しており、母の中村ク

ニさんは、川崎小学校の教員として勤務していたことがありました。特定 

失踪者や拉致被害者に関わりのある学校として、拉致問題が風化しない取組に協力することが大

切であると考え､６学年主任にお願いし､｢中村クニさんからお話を聞く会｣を開催しました。教室

に戻り､北朝鮮による日本人拉致問題啓発アニメ「めぐみ」を視聴し､感想や意見を書きました。  

子どもたちは、「何気ない日常の中に幸せがある」ことを感想として書くなど、家族の大切さや日

常のありがたさを学んでいました。 

母親の中村クニさんは、人生の全てを捧げて、三奈子さんを探す活動を続けています。今年も、

韓国に手掛かりを探しに行ったり、菅拉致担当大臣にお会いしたりしています。「特定失踪者家族

会」とともに､問題解決に向けて様々な集会､署名活動に参加している中村クニさんも既に７５歳

になりました。拉致被害者家族も高齢になっておられます。一刻も早い解決を願うばかりです。 

 

 

  

特定失踪者 中村三奈子さん 

 １２月４日～１０日は、第７０回人権週間です。今年度

の重点目標は「考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 

違いを認め合う心」です。１２月の全校朝会では､人権に

ついての講話をします。その中で、相川の｢明治学校｣と河

原田の｢興仁学舎｣を紹介し、佐渡の人権教育が先進的であ

ったことについてもお話をする予定です。 

 佐渡市には、曽我ひとみさんがいらっしゃり､｢家族に対

する想いを共に考える会｣として、小中学校でご講演をさ

れています。八幡小学校でも､１２月４日(火)１４：００か

ら５年生と６年生がお話をうかがいます。併せて７日(金)

まで、「拉致問題・特定失踪者問題を考えるパネル展」を

開催します。保護者の皆様からもお越しいただき、曽我ひ

とみさんのお話をお聞きいただけると幸いです。 

 

Ｈ28人権週間啓発キャラクター 五十嵐 圭 
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江戸時代に作られた堤を見て水の大切さを実感  加藤慎一様の水田で学校田学習     実習で１食分のおかずを調理 

落ち葉や木の実でおもちゃづくり    本間康弘様の畑で栽培し､大豊作     八幡･銀杏の会様の畑で栽培し､大豊作 

体力テスト優秀者として１６名が授与   学校をよくする後期の活動を説明   川崎市の伊藤豊吉様がベトナム漆絵を寄贈 

１４チームがニュースポーツで競いました。５年女子が優勝､５年男子が準優勝､２年生ベスト４、
１年女子ベスト８という素晴らしい成績でした。決勝トーナメントに進めなかった３チームも楽し
い一日を過ごしていました。送迎、応援でお越しくださった皆様、本当にありがとうございました。 

ɚɁȿɡ   ȷȩɁɆɚɶɩ ȩɫɶɨɱȮ ȷɛɱȶȽɭɶ  ϮҷǞǦ ₴ặἧȿɶɞ 


